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平成26年10月20日

　　　平成25年度まちづくりふれあいトークで
　　　出された質問や要望の対応状況について

【上庄地区】

氷　　見　　市
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1177 道路 獅子舞ミュージアムの向かいの約6,700
㎡の空地を、市のクリエイトマイタウン事
業により、しだれ桜の公園として整備予
定(3年計画)であるが、現在着手してい
る谷屋から大野までの間４．３ｋｍの４１
５号バイパスの両サイドの歩道に、しだ
れ桜を植え、しだれ桜の通りにできない
か。県土木には、公園敷地に、道の駅
の設置についてもお願いしているところ
である。市長を先頭に後押ししていた
だければ、上庄の活性化に繋がるもの
と考える。

国道415号については、計画の総幅員が16.5mで両側に3.5mの歩
道が設置される予定ですが、県土木では、今のところ「木を植え
る、植樹の計画はない」と伺っています。木を植えるとなると、木が
大きくなることの想定、維持管理についても決めていかなければな
らないと考えます。地域が全面的に協力するということであれば、
県も相談に応じてくれるのではないかと思います。道の駅について
は、市が国交省にお願いするものでありますが、415号に整備する
となりますと、施設等の整備についての課題があります。415号をど
ういうふうに活用していくか皆さんと協議してまいります。
何か氷見らしいものを付加するという価値を高めるというのは、いい
発想だと思います。是非こういう動きを支持していきたいと思いま
す。もう一つ気をつけたいのは、ここもファースト風土化が進むとい
うことです。今、景観ということで氷見インターの周りのことを勉強し
ていますが、柳田では、布尾山古墳のすぐ傍に、パチンコ屋や電
気屋ができるなど、景観が簡単に壊れていきます。これを地域のコ
ミュニケーションでいかに守っていくかということを今から議論を始
める必要があります。
4回目の415号の景観の勉強会について区長さん方にまた案内し
ますので参加いただきますようお願いします。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

県では国道415号の植栽について
は、「植樹の計画はない」とのことで
ありますが、将来にわたり地元の皆
様が樹木の維持管理を行っていた
だけるということになりましたら、地
元の皆様とともに県に相談してまい
りたいと考えます。

建設課
事業調整・用地
担当
74-8091

会場 1178 消防 ポンプ小屋（上庄地区防災センター）の
移転先を知りたい。雨漏りがするので、
今年の春先に団員全員でペンキを
塗ったが、ペンキが剥げてまた雨漏り
するようになった。移転がまだ先の話で
あれば、年に３～４回ペンキ塗りをしな
ければならない。考えを伺いたい。

県に問い合わせたところ、４１５号バイパスの整備にあたっては、現
在個人の用地、物件移転を最優先しており、上庄の防災センター
は、個人の用地買収がある程度進んでから今後対応していきたい
との回答をいただいています。いつごろになるかは、まだはっきりし
たことは言えません。
消防本部からペンキ代を出しますので、分団でペンキを塗ってい
ただきたいと思います。
消防本部としては、上庄地区防災センターの移転を引き続き強く
要望していきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

消防本部
30-7113

会場 1179 土木 上庄川の水面近くに雑木が生えている
が、大雨のときには、その雑木に木の
屑等が引っかかり、柿谷の下の方から
七分一の方にかけて結構水がつかる。
両岸の雑木を伐採していただきたい。

県土木に確認したところ、河川パトロールを行い、緊急かつ重要な
場所については随時、雑木の処理を行っているということで、各地
域からの要望があれば、現地確認をした上で対応しているとの回
答をいただきました。
　県の方でも気づいていないということがありますので、今回、市か
ら県の方には話をしてありますが、一応地域の方から氷見土木の
河川班に連絡いただければより良いのではないかと考えます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

県土木事務所河川班に連絡しまし
た。

建設課
治水・治山担当
30-7071
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1180 道路 これまで、地区から県への要望として、
上庄川河川改修と県道柿谷池田線へ
の歩道設置について、市も同行してい
ただいて、県に要望していましたが、こ
れからはどうなるのか。（従前どおり市
に連絡して一緒に行ってもらうことにな
るのか）

地域の要望については、市でも一覧にして県、氷見土木に要望し
ていますが、地域が独自で要望される場合でも、建設課、事業調
整・用地担当に一報くだされば今までどおり対応します。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
事業調整・用地
担当
74-8091

会場 1181 健康 氷見市における住民検診の受診率は。
全国で、また富山県の中でも氷見市が
肺癌の率が高いと聞いたが、各癌によ
る死亡率は。
ヘリカルＣＴは、癌の発見率が高いと聞
くが、肺癌検診における胸部Ｘ線写真
から、ヘリカルＣＴへ移行してもらえな
いか。受診者の費用負担も考慮してい
ただいてもう少し受診率を高めるような
措置をとってもらいたい。

平成２４年度の特定検診（身体測定、血液検査、尿検査などを行う
もの。）の受診率は４２．２％となっています。
癌検診の受診率ですが、市では５つの癌検診を実施しています
が、平成２４年度受診率実績は、胃癌が１６．６％、肺癌が３９．
８％、大腸癌が２４．２％、子宮癌が２３．８％、乳癌が２７．９％であ
ります。肺癌が低下傾向にありますが、特定健診の受診者が多くな
れば、肺癌の受診率も上がるのではないかと考えています。県及
び市における癌の死亡率は、平成２３年の富山県の死因の第一位
が悪性新生物、所謂癌ですが、人口１０万人に対し、富山県では、
肺癌が５６．７、胃癌が５０．５、大腸癌が４０．４、肝及び肝内胆管癌
が２３．９、膵臓癌が３１．３です。氷見市では、肺癌が６７．１、胃癌
が６３．２、大腸癌が４３．４、肝及び肝内胆管癌が３５．５、膵臓癌が
３３．６となっており、いずれも県平均を上回っています。
次に、肺癌検診における、胸部Ｘ線写真とヘリカルＣＴの発見率で
すが、市では、胸部Ｘ線写真の平成２３年度実績は、７，２１１人の
受診者のうち癌の発見者は６名で０．０８％、ヘリカルＣＴについて
は、平成２１から２４年度までの受診者１７９名に対し発見者は１名
で０．５６％でありました。また、富山県では平成２３年度ヘリカルＣ
Ｔ受診者８３８名のうち発見者は１名で、０．１２％となっており、いず
れも胸部Ｘ線写真よりも高い発見率となっています。
患者の負担率を下げる点については、かかる費用の３割負担と
なっています。

■可能
□□対応済
■□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

肺がん検診は、厚生労働省の定め
る指針に基づいて、問診、胸部X
線検査、喀痰細胞診を４０歳以上
の方に年１回実施しており、年間７
千人以上の受診者がおります。
現在、ヘリカルCT検査について
は、希望者を対象に集団検診を年
間１回実施しておりますが、希望者
が増えた場合、回数を増やしてい
こうと考えております。
平成２６年度のヘリカルＣＴの申込
者は、集団検診１回での検診可能
人数の範囲内となっております。
個人負担金については、県内では
平均的な金額であり、当面この水
準の継続していこうと考えていま
す。

健康課
成人保健担当
74-8414
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1182 人口減
少

氷見だけの問題ではないとは思うが、
若い人が進学等で都会に出て帰ってこ
ないということが地域の祭りとかの活動
ができない要因となるので、その人たち
が帰ってきたくなるような魅力的な活気
のあるまちづくりをお願いしたい。

若い人たちに、如何にこの地域に愛着と誇りを持っていただくかに
ついては、小さい時からのふるさと教育が大事ではないかと思いま
す。また、ある程度年齢を重ね、価値観が変わった時に是非氷見
に帰ってきたいと思うようなまちづくりをしていきたいと思います。
現在、番屋街のある比美乃江公園一帯がいい感じで整備されてい
ます。また、朝日山公園にはオーベルジュドゥミクニがあり、セイズ
ファームのワインなど、若い人が魅力を感じる施設もかなり増えてき
ています。都会にいる人に、是非紹介してあげていただいて氷見
もいいまちになっていることを情報発信していただきたいと思って
います。安心して働ける場所、買い物できる環境、文化面での充
実、安心して子育てできる環境の整備など総合的に進めていま
す。また、今後ともいいアイデアを出していただいて、市としても施
策として考えていきたいと思います。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
■■未定
□参考意見
□不可能

市長をトップとする氷見市人口減
少対策会議を１０月に立ち上げ、
全庁挙げて検討していきます。

商工・定住・都
市のデザイン課
定住・空き家対
策・中心市街地
担当74-8013

会場 1183 健康 包括支援センターの仕事と社会福祉協
議会、民生委員の立場でしばらく仕事
をさせていただいたが、仕事の横の連
携がよく分からなかった。何か相談があ
る場合に、包括支援センターに行って
くださいと言われるが、ある時はたらい
回しにされたりして、結局結論が出な
かったことがある。民生委員が誰に代
わっても、しっかりと内容・流れを言える
ようにはっきりとした役割分担があれば
いいと思う。

福祉課は、障害者とか子育て支援、保育園の関係を主に担当して
いますが、現在は社会福祉協議会と連携をとり、かなり事業を進め
ています。民生委員の方については、毎月代表者会議を開催し
て、情報共有を図っています。
たらい回し、どこへ言ったらいいか分からないという声もあったた
め、昨年からプロジェクトチームを作り、検討をしており、新庁舎移
転時にそのような窓口の設置を考えています。その窓口には、社
会福祉協議会の職員にも加わっていただく予定で、これまで若干
横の連携が悪かった面もあるかとは思いますが、新庁舎に移った
時にはそのようなことはないようにいたします。包括支援センターは
高齢者の相談を受けるところであり、社協と連携をとるべき案件に
ついては、連携をとりながら進めています。
民生委員については、地域の支援が必要な人の解決策の検討に
あたり、福祉課や社協、包括センター等へつないでいただく役割
を担っていただいています。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市政ナビゲーション３月号で、地域
包括支援センターと民生委員など
の連携を解説いたしました。

福祉介護課
高齢者支援セン
ター
74-8067
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1184 その他 孫たちに氷見のおいしい魚と美しい自
然を残してやれるのかなと心配だ。海
越しの立山、春は青々とした水田風
景、秋は黄金色の稲穂、回りを取り囲
む美しい里山があるが、魚がずっと獲
れるのか心配である。河川に魚の遡上
の障害となる堰止めがあると私の大好
きな鮎が遡上できない。鮎がいると、鮎
を大好物とする鰻が増える。ところが上
庄川、湊川、仏生寺川など河川が大変
汚れており、これでは魚が増えない。海
が汚れていたら世界遺産の登録も難し
いだろう。そこで、氷見の自助努力と自
然への投資ということを考えていただき
たい。

元滋賀県知事の武村さんは、これからの日本が産業政策として世
界に対抗できるのは、教育と環境とまちづくりであるとおっしゃっ
た。自分は、自然が近くにあることの安心感を実感しています。間
違いなく、氷見で残すべきものは自然だと思っています。沿道の景
観を守ることについて、思いのほか反響を感じており、そろそろ氷
見の残すべき自然環境についての議論を政策として色濃く出して
いくことができるかなと思っています。まず、今は景観から始まって
いることをお伝えします。
漁業交流館についても、魚の資源管理のことを少し入れるコンセ
プトになっています。また、絶滅危惧種サミットを将来的にできない
か、その中で、環境教育・政策に結びつけたらどうかとの提案もあ
ります。氷見は、今ならまだ守れるものがあるということでしょう。
市政で私がいつも言っていることは、緊急かつ重要な仕事、緊急
ではあるが重要ではない仕事、緊急ではないが重要な仕事、緊急
でも重要でもない仕事があり、このうち氷見市の未来を決めること
は、緊急ではないが重要な仕事になるが、これにどれだけ時間を
割くことができるか、環境への調査だったり、効果は１０年後２０年
後になるが、これにも時間とお金をかけましょうと言っています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
■■未定
□参考意見
□不可能

環境・交通防犯
課
環境保全・ごみ
処理施設担当
74-8065

現地 2044 道路 【中村地区】① 市道粟屋前田線の氾濫
防止用の水路新設

平成２６年度に県単土地改良事業を活用し、氷見市土地改良区に
おいて、水路の新設及び改良工事を予定しておりましたが、地元
より困難であるとの回答がありましたので、地元の合意形成が整い
ましたら実施します。その際には、市も応分の負担を行うことになり
ます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

平成２６年度に県単土地改良事業
を活用し、氷見市土地改良区にお
いて水路の新設及び改良工事を
行う予定であり、その際には市も応
分の負担を行うことになります。。

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7010

現地 2045 道路 【中村地区】② 市道粟屋大橋線暮らし
の道整備の要望

平成２５年度実施済み ■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市の道路整備地域支援事業を活
用していただき、地域の皆様の力
で整備をされました。今後も、こうし
た制度により、地域づくりにご協力
いただきますようお願いします。

建設課
道の管理担当
30-7070
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

現地 2046 道路 【中村地区】③ 市道中村線の側溝改修
の要望

平成２６年３月に工事は完了しています。 ■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

現地 2047 土木 【上田地区】県営ため池などの整備促
進の要望

平成２７年度に瀬戸前大池が国の防災減災事業に採択される見
込みであります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

　 建設課
農林業基盤整
備担当
30-7010

現地 2048 道路 【柿谷地区】① 県道柿谷池田線の要望 県に要望したところ、地元と調整中とのことです。 ■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

今後も引続き、県に対して要望を
続けてまいります。

建設課
事業調整・用地
担当
74-8091

現地 2049 道路 【柿谷地区】② 市道上山田2号線の早
期補修

平成２６年５月に工事は完了しています。 ■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

　 建設課
道の管理担当
30-7070

現地 2050 街灯 【泉地区】市道七分一線、往易線の交
差点の街灯について

泉往易線と中泉七分一線の交差点については、電柱がなかった
ため、地元において鋼管ポールを設置して頂いたところです。
市において、１１月ごろには街灯を設置する予定です。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

現地 2051 農地 【中尾地区】経営体育成基盤整備事業
の事業採択について

事業費の6.5％の地元負担への理解が必要です。
また、集落営農組合から法人化へと体制づくりにむけた話し合いを
お願いします。
市としては、他の地区からの要望状況も踏まえ、関係機関と協議し
てまいります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

他の地区からの要望の状況も踏ま
え、関係機関と協議してまいりま
す。

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7011

現地 2052 消防 【大野地区】防火水槽の早期設置につ
いて

中大野地内の防火水槽設置については、地区の住宅密集地、通
学路であり、防護柵の老朽化、水質悪化の現状から、早期設置が
必要な箇所と位置づけております。時期については、今年度事業
での完成を予定しております。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

消防本部
30-7113

アン
ケ

3018 観光 民宿で、来客者は充分に満足か？　リ
ピート率を上げるため、来てもらえる→
おもてなしを市民サイトで考えるべき
だ。

おもてなし向上のための接遇研修や民宿の経営革新セミナーの
実施を検討します。
市民サイト？は、参考意見とします。

■可能
□□対応済
■■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

民宿の観光リニューアル事業とし
て、おもてなし向上のための接遇
研修や民宿の経営革新セミナーを
実施しております。

観光・マーケティ
ング・おもてなし
ブランド課
メディア・プロ
モーション・観光
おもてなし担当
74-8106

アン
ケ

3019 農林業
水産業

若者がいきいきと働ける農林水産業を
目指すため、教育を一貫させる（中学
→高校→大学を氷見市で学べる方向
付けを行うべきだ）

現在、氷見高校に海洋科学科が設置されています。水産業関係
の就職率は高水準です。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

水産振興課
水産業振興担
当
74-8102

アン
ケ

3020 公園、
住宅

公園管理を地域住民に開放する。担っ
てもらうには、もっと広くリーダーを募り、
教育すべきだと思う。
植物園の住民への開放を促進する。

様々な公園がありますが、街区や児童公園と呼ばれるものは、地
域の皆様で維持管理し、愛着を持っていただくことが重要と考えて
います。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
都市計画・まち
のグランドデザイ
ン担当
74-8078



8　　

区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

アン
ケ

3021 その他 寒ブリのひみをPRするとするならば、氷
見市民豊かな里山を築いているのだか
ら、里山の私的権利を制限し、広く市
民に開放すべきである。

氷見の里山は、なだらかで誰でも入れるようなきれいなところで
す。
きれいな場所を自由に使いたいというのは誰もが思うところです
が、土地が個人の所有である以上、個人の権利は守らなければな
りませんので、土地所有者の理解と管理方法の検討が必要となり
ます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

農林畜産課
林業・循環エネ
ルギー振興担当
74-8097

アン
ケ

3022 防災 防災無線が聞き取りにくい（声が割れ
る）。従来は正午にサイレンで知らせて
もらっていたが、制度変更でアナウンス
が山でこだまして何を言っているのか
分かりにくい。「何か言っているな～」が
実情です。
いざとなったら有効に伝えるべきことが
伝わらないのではないのでしょうか？

こだまには、言葉の間隔をあけて放送するよう対応を予定していま
す。防災行政無線は、情報伝達の中心ではありますが、気象条
件、地理的条件により左右され、万能ではないということをご理解
いただきたいと思います。このため、非常時の案内は無線だけでな
く、市のホームページや能越ケーブルネットの０９２チャンネル、
メール配信など、複数の手段で提供いたします。また防災行政無
線のテレホンサービス導入を検討しています。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

防災行政無線のテレホンサービス
を９月１日より運用開始しました。
0180-99-7777

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

アン
ケ

3023 観光 氷見市から石動山天平寺に行こうとし
ましたが、旧石動山登山道および道路
を利用したが、観光氷見として充分心
配りができているか？
荒山峠よりの道に比べて平吉岡道路は
悲しむべき姿に見えた。

市では集落内や集落から幹線道路へ繋がる生活道路、市内の名
所・旧跡へのアクセス道路など、各地区からの要望も踏まえ、緊急
性、重要性の高いものから順次整備しております。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

アン
ケ

3024 観光 観光氷見として誇るべき窪～松田江～
島尾の長浜が消えそう。また、松並木
が松くい虫で赤茶色に枯れ始めてい
る。
美しい里山里海の氷見を目指すなら
ば、住民のマンパワーに働きかけては
良いのでは？

松田江浜の松枯れについては、多くの市民の方から心配いただい
ているところです。
現在、保安林の管理を行っている県が枯れた松の伐倒駆除をす
すめておりますが、数が多く進捗が遅れているため、市のほうでも
県に協力する形で伐倒駆除を行う予定としております。
大きな木を倒す作業であり危険も伴うので、市民参加というわけに
はいきません。
松林の環境を守るという形では、下草刈りや清掃活動が考えられ
ますので、今後市民の方々にご協力をお願いしたいと考えており
ます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市ではH25.12月補正で３，２９８千
円を予算化し、枯木の伐採処理及
び健康木への薬剤樹幹注入による
被害防止対策を実施しました。引
き続き県の方でも、伐採処理を実
施する予定です。

農林畜産課
林業・循環エネ
ルギー振興担当
74-8097



9　　

区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

アン
ケ

3025 地域づ
くり

氷見市としては、あのすばらしい立山を
仰げることもあり、観光で生き残るしか
ないのですが、小さなものをあっちこっ
ちに積み上げてきただけで、もう少し氷
見市民が休日に市内でお金を落とせる
ほどのものがあればいい。番屋街も私
的にはよくわかりません。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

観光・マーケティ
ング・おもてなし
ブランド課
メディア・プロ
モーション・観光
おもてなし担当
74-8106

アン
ケ

3026 交通安
全

氷見インターの信号のところに歩行者
用の信号を早くつけてほしい。学童の
登校に危険である。

左記意見につきましては、氷見警察署に伝えておきますが、地元
からも氷見警察署に要望をお願い致します。

■可能
　 ■対応済
　 □年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

氷見インター周辺の都市デザイン
プロジェクトの推移をみながら検討
していきます。

環境・交通防犯
課
交通・防犯担当
74-8068

アン
ケ

3027 水産業 ブリだけではなく、漁師の人たちの意気
込みが足りないのではと思うので、新湊
のようにもう少し市場を２回開くようにし
てみても良いと思う。

過去には市内にいろんな漁法があり市場を２回開いていた時期が
ありましたが、現在は定置網漁がほとんどなので早朝１回のみと
なっています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

水産振興課
水産業振興担
当
74-8102

アン
ケ

3028 こども 将来に向けて子供は一番。しかし、子
育てをされる若い世代の人たちは大
変。１人っこでも中学生まで全ての医療
費免除にむけてほしい。

これまで、多子世帯のみであった中学生の通院医療費の助成に
ついては、平成２５年１０月診療分から子どもの人数にかかわらず
助成対象としています。現在では、多子世帯に該当しなくても、中
学３年生まで医療費（通院・入院）について助成を受けることができ
ます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

子育て支援課
子育て応援担当
74-8117

アン
ケ

3029 介護 認定が適切になされているか疑問であ
る。

現在、主治医意見書と、認定調査票を保健・医療・福祉の専門家
による８つの介護認定審査会で審査・判定し、適正に認定してい
る。
疑問等があれば、問い合わせの上、変更申請、不服申立、などの
制度を活用してほしい。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

専門家による審査会で適正に認定
していると考えておりますが、疑問
等があれば、お問い合わせの上、
変更申請、不服申立などの制度を
活用してください。

福祉介護課
介護保険担当
74-8066



10　　

区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

アン
ケ

3030 その他 とにかく広いところで全てのものを（遊
ぶ、食べる、買う）そこでできるほどの規
模のものがほしい。
とにかくもう少し芝生ばっかり作ってい
ないで、生きたお金を（血税）使ってほ
しい。高山の町並みみたいなものをつ
くればと思います。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
定住・空き家対
策・中心市街地
担当74-8075

アン
ケ

3031 高齢 敬老会の不参加記念品は、敬老の人
には使用が難しい。使用しない→無駄
な費用→ごみ。
ティッシュ１箱、水分１本でも実用品で
使用できる品が良いと思う。

敬老会は、各地区で実施している行事でありますので、敬老会を
主宰している団体へご相談してくださいますようお願いします。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

実施される地区において、よいもの
をご検討ください。

福祉介護課
長寿・生活支援
担当
74-8111

アン
ケ

3032 その他 市長の話には非常に感動しました。必
ず実行されるようお願いします。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

総合政策課
秘書担当
74-8007

アン
ケ

3033 その他 電気自動車の充電器の設置が必要で
す。（番屋付近に）

平成２６年度内に市庁舎前及び道の駅ひみ（番屋街）に急速・普
通充電器各１基の整備を予定しています。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

総合政策課
企画政策担当
74-8011



11　　

区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

前後 4017 観光 1　おもてなし日本一の氷見について
氷見ならではのおもてなしのハードとソ
フトの開発。氷見の名所・まちなか巡
り、海、山巡り、食べ歩き等、番屋街の
充実と氷見インターチェンジの道の駅
の開設等々。氷見インターチェンジは
北陸道、能越道、のと里山海道、415バ
イパスの要所なので、番屋街と連携し
た氷見の売りの「食」や特産物や富山
県全体、金沢、能登等の土産物が何で
もそろう道の駅を充実する。来客を呼ぶ
積極的な氷見の四季の景観や旬の紹
介やＰＲ、のぼり等々を工夫したり、ま
すのすしを超える人気の氷見寿司や氷
見弁当、土産物を開発したりして来客
誘致を図る。眺めよし、味よし、風呂よ
し、おもてなしよしの日本一を創る。

おもてなし日本一の氷見を目指して、一層の魅力の向上に努めま
す。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

観光・マーケティ
ング・おもてなし
ブランド課
メディア・プロ
モーション・観光
おもてなし担当
74-8106

前後 4018 企業誘
致

２　経済力の成長と雇用の拡大につい
て
若者等市民が氷見で働くことができる
産業の創造と企業誘致の投資を進め
たい。

新たな企業誘致や既存企業の発展に協力していきたいと思って
おります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
商工立地・交通
対策担当
74-8105

前後 4019 教育 ３　子育て、教育日本一について
子育て、教育日本一その国の子どもを
見れば、その国の未来が分かる。子ど
もは氷見の宝、希望、未来。現場から
の声を聴き、子どもたち一人一人の自
己実現と個性の創造を目指す子育て、
教育のハード、ソフトの創造等

教育委員会では、「ふるさとを愛し次代を担う人づくり」を基本理念
とした「氷見市教育振興基本計画」に基づき、教育行政の推進を
図っております。
この計画では、「小中連携教育の推進」、「家庭での教育力の向上
（親学び）」、「ふるさと教育の推進」の３つを重点項目に掲げてお
り、家庭・学校・地域の連携・協力のもと、計画的に推進していると
ころであります。今後とも、保護者の皆様、市民の皆様とともに、子
どもたちの健全な育成に努めてまいります。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

学校教育課
総務企画担当
74-8213



12　　

区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

前後 4020 観光 ４　世界遺産の登録について
世界遺産の登録の実現には、世界遺
産を守る氷見の自助努力が不可欠。特
に海水浴場百選の松林の松くい虫被
害等へは早急の対応が必要。氷見の
海、山、川、魚に優しい施策の充実が
重要。氷見の誇る美しい里山を守り、魚
の枯渇に歯止めをかけるための森林づ
くりや工場廃水や家庭廃水やゴミを流
さない施策の充実が不可欠。魚のまち
氷見に魚の魚道の対策が進んでいな
いことは許されないこと。川の河口の汽
水域育むところ、海の稚魚を増やすに
は川の汚れは絶対禁物で海や川の汚
れを防ぎ海の稚魚を増やしたい。絶景
の立山が見える美しい海と、桜の花見
ができる里山の実現は、更なる氷見の
絶景となる。中村地区では、中村の城
山に平成２１年度から平成２４年度まで
に、山桜、ソメイヨシノ、三春滝桜など
130本を植樹している。

世界遺産への登録には息の長い取り組みが必要であり、ご指摘の
とおり自助努力を重ねていくことが大切です。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

観光・マーケティ
ング・おもてなし
ブランド課
メディア・プロ
モーション・観光
おもてなし担当
74-8106

前後 4021 公共施
設

５ 桜の花見のできる市庁舎について
花見のできる絵になる市庁舎を是非実
現したい。80メートルの桜並木の道の
葉っぱの掃除などは、問題なし。市民
は掃除に進んで参加します。

「新庁舎の花と緑のデザインを考えるネットワーク会議」を開催し、
その植栽プランに基づき、庁舎敷地内の植栽及び遊歩道の整備
を行ないました。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

財務課
財産管理担当
74-8035


